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2016 年 7 月 24 日 礼拝メッセージ 

聖書：第二サムエル記 21 章 15〜22 節 

説教：イスラエルのともしびである方 

 
１ ダビデ 
１）老い 
 イスラエルは一つの国としてまとまり始
め、大きな力を持つようになって来ましたが、
それでもなお敵であるペリシテ人たちを完
全に押さえ込むまでには至っていません。し
ばしば争いが起きます。ダビデはそのたびご
とに部下を連れて戦場に向かいます。ダビデ
がまだ若かった頃、戦いがあれば率先して前
線に向かい、どんな敵にも負け知らず。その
活躍ぶりは上司であったサウルも嫉妬を覚
えるほどでした。 
 そんなダビデもいまは老人です。おそらく
このときはすでに六十代の後半になってい
ます。15 節に「ダビデは自分の部下を連れ
て下り、ペリシテ人と戦ったが、ダビデは疲
れていた」とあります。年をとって思うよう
に体が動かなくなってきています。 
 

２）戦いに出る 
 なぜそこまでしてダビデは戦いに出るの
でしょう。現場のことは部下に任せて、王さ
まは安全なところに置かれた司令部に陣
取っていればいいはずです。部下が頼りな
かったということでしょうか。そうではない
でしょう。今日の箇所には優秀な部下たちの
ことが名前を挙げて記されています。あるい
は、上司として本来なら部下に任せるべきと
ころを、部下に任せることのできない、全部
自分が握っておかないと気が済まない、その
ようなタイプのリーダーだったのでしょう
か。もちろんそうではない。ではなぜダビデ

は高齢になっても戦いに出ようとしたので
しょうか。 
 理由は二つあります。一つ目。そもそもイ
スラエルの王は、人々から何を期待されてい
たのか。そのことに関係します。もともとイ
スラエルには王さまというものがなかった
のですが、次第に敵から襲われて生活やいの
ちが脅かされるようになると、人々は自分た
ちの先頭に立って戦ってくれる王さまが欲
しいと訴え、いろいろあった末にイスラエル
に王が立てられるようになった。その最初の
王さまがサウル、二代目がダビデということ
です。ですから、戦いの最前線に出ることは、
最初からイスラエル王の義務として課せら
れていたわけです。年をとったので休みます
と簡単に言わなかったという事情がありま
す。それが一つ目の理由。 
 

３）ダビデの罪がうずく 
 二つ目の理由。そんなダビデが一度だけ戦
場に出なかったことがあります。戦いは部下
に任せ、自分は宮殿で昼寝をしていました。
昼寝から目覚めて屋上に上って夕涼みをし
ていたら、向こうに裸になった若い女性、バ
テ・シェバがからだを洗っているのを見てし
まう。このことをきっかけにして、ダビデは
姦淫の罪を犯し、バテ・シェバの夫であるウ
リヤを戦場で死ぬように仕向け、何事もな
かったかのように罪を隠そうとします。結局、
神は預言者ナタンをダビデのところに送り、
悔い改めを迫り、ダビデは自分の罪を告白す
るのですが、問題はそれで終わらない。ダビ
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デの罪はのちのち彼の子どもたちにも深刻
な影響を与えてきます。長男のアムノンは妹
のタマルを辱め、それを知ったアブシャロム
はアムノンを暗殺し、父ダビデを殺そうとさ
え企てる。その結果、アブシャロムは戦場で
槍に刺されて死んでいきます。全部ダビデの
罪から始まったことです。 
 ダビデはずっとそのことで苦しんで来ま
した。そのことがあるから、どんなに年を重
ねても、どんなに疲れていても、戦場に向か
わなければと考えます。戦場に出るのは自分
の罪を自覚していたことの現れだったので
す。 
 

２ ダビデの部下たち 
１）「戦いに出ないでください」 
 いっぽうで困ったのは家来たちです。彼ら
も戦いに出発する時、ダビデ王は大丈夫だろ
うかと心配しました。実際に戦場に来てみれ
ば、ダビデのからだの衰えは誰の目にも明ら
かです。足もとがふらつき、剣を操ることも
難しい。 
 そんな隙だらけのダビデを、敵であるイ
シュビ・ベノブは見逃しません。ダビデを狙
い撃ちにして殺そうと襲いかかってきます。
幸いにしてダビデの部下アビシャイがすぐ
そばにいて、これに応戦しイシュビ・ベノブ
を倒します。なんとか大事には至らずに済み
ました。 
 もうこうなると家来たちも真剣にダビデ
を説得し始めます。17節。「あなたは、もう
これから、われわれといっしょに、戦いに出
ないでください。あなたがイスラエルのとも
しびを消さないために。」 
  

２）退くことの難しさ 

 家来たちの言いたいことは単純です。「王
さま、あなたはもう高齢になって戦場で戦う
ような体ではありません。もしここであなた
に倒れてもらっては困ります。ですから宮殿
で休んでいてください。」はっきりと言えば、
王さまに対して引退勧告をしたようなもの
です。でもストレートに引退してくれと言う
ことはできないので、それで穏やかな表現に
言い換えた。それで、「あなたはともしびと
を消さないようにしてください」と言い添え
た。そんな風にも聞こえます。 
 よく引き際が肝心だと言われます。それで
も、ときどき大きな組織のリーダーが高齢
なったけれどもなかなか辞めないで困って
いるという話を聞きます。教会でも高齢に
なった牧師が辞めないで困るということも
あるのだそうです。そういうことを聞いてい
ましたので、この教会では、特段の事情がな
い限り牧師は六十五歳になったら辞めても
らうという規則にしております。なぜこれほ
どまでに適切な時に辞めることが難しいの
でしょう。 
 私たちは産まれた時から前に進むことを
考えてきました。人生は山を登るようなもの
で、幸せになるために一歩でも高いところを
目指してがんばってきました。ですから、山
を降りることなど考えたこともありません。
山の上り方は教えてくれたけれど、山を降り
る方法については誰も教えてくれない。しか
し、現実にはいつか山を降りなければならな
いときがやってきます。退くべきときがやは
りあるのです。 
 ダビデも若い時から一生懸命働いてきた
人です。上司のパワハラに苦しみ、部下に裏
切られ、子どもにもいのちをねらわれました。
緊張の連続です。あるとき、少しだけ休んで
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もいいかと気を抜いたら、大きな罪を犯して
しまった。そんな過去があります。あの苦い
経験から、部下が戦っている時に自分だけ宮
殿で休むことなどありえない。そのことを肝
に銘じるようにして､自分を奮い立たせてき
ました。ダビデは常に前に進むことだけしか
考えていなかった。 
 そんなダビデもいつまでも若い訳ではな
い。体が思うように動かなくなってきました。
家来に言われて初めて、戦いという現場から
退かなければならないことを悟ります。あな
たにはもう用がありません。何かそんなふう
に宣告されたように感じてがっくりとした
でしょう。しかし、やがてダビデは家来たち
が語ったことばから、大切なことに気がつい
ていきます。 
 

３ ともしび 
１）「イスラエルのともしびを消さないため
に」 
 もう一度 17節の家来のことばを読みます。
「あなたは、もうこれから、われわれといっ
しょに、戦いに出ないでください。あなたが
イスラエルのともしびを消さないために。」 
 最初は、年寄りはおとなしくしていてくだ
さいと言っているようにしか聞こえなかっ
た。でも家来たちが言っていることはそうで
はない。戦いのことはもう若い者に任せて大
丈夫。その代わり王さまには、イスラエルの
ともしびを消さないという大切な役割を果
たしてもらいたい。そのように言っているこ
とにダビデは気がつきます。 
 

２）「主よ。あなたは私のともしび。」（22章
29節） 
 イスラエルのともしびが消されるような

ことはあってはならない。言い換えれば、イ
スラエルはやみのなかにあるということで
す。だから、ともしびによってやみを照らし
てもらわなければならない。そんな存在だと
言っています。でも、いったいその「ともし
び」とはなんでしょう。ダビデ自身がこう
言っていることに目を留めます。22章29節。
「主よ。あなたは私のともしび。主は、私の
やみを照らされます。」 
 ダビデは「私のやみ」と言って、自分の中
のやみの存在を意識しています。やみをその
ままにしておくことができないとも感じて
います。やみを照らす光がなければらならな
い。その光となる方こそ、私の主なのだと告
白しています。 
 

３）ともしびを消さないために退く 
 ともしびとはなにか。私たちの主こそがイ
スラエルのともしびであり、私たちのやみを
照らすともしびです。 
 そこまではわかった。でも家来はこう言っ
ていました。「あなたがイスラエルのともし
びを消さないために。」ともしびを消さない、
と言われても、いったいどうすればよいので
しょう。これはなにもダビデだけのことでは
ない。私たちだっておなじです。 
 ともしびを消ささないということで、すぐ
に思いつくことは、積極的に主を証しするこ
と、機会を見つけてもっと伝道すること、
もっと主のために働くこと。こんなことが頭
に浮かびます。間違っていません。正しいこ
とでしょう。 
 でもきょう聖書はなんと語っているのか。
戦いから退き、あなたがたのともしびを消し
てはならない。主を証しできる機会が与えら
れることは幸いなことです。救い主のことを
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伝えられるということは、喜びです。でもい
つまでもできる訳ではありません。体が動か
なくなるときがきます。やりたくてもできな
い。やろうと思っても気力が湧かない。主の
兵士になれない。もう自分は役に立たない。
そんなふうに気落ちする時が来るかもしれ
ません。でも主はなんと言ってくださるか。
あなたはいつまでも最前線に出る必要がな
い。退いてよい。でもそれであなたの役割が
終わったのではない。退くことによって、あ
なたは大切な働きをすることができる。とも
しびを消さないという役割を果たすことが
できる。でもどうやって？ 
 

４）やみを照らすともしび 
 ダビデはこう歌いました。「主よ。あなた
は私のともしび。主は、私のやみを照らされ
ます。」ともしびはどこで輝くのですか。光
のあるところですか。いいえ。やみの中で輝
くのです。最前線でがんばって働いていいる
時、自分の何あるやみになかなか気がつきま
せん。ところが、退いて静まる時、心のやみ
が浮かび上がります。こんなやみが自分の中
にあったのだと恐れおののきます。そのやみ
の中にともしびを照らすのです。自分の中の
やみを照らさないで、いったいどこを照らす
というのでしょう。ほかの人のやみは照らす
けれど、自分のやみはそのまま、ではないで
しょう。ダビデは自分のやみを照らし続けま
す。そうすることが、イスラエルのやみに輝
くともしびを守り続けることになる。それが
イスラエル王としての大切な役割であるこ
とを自覚していきました。私たちもおなじで
す。主はどこにおられると思っていましたか。
私たちの暗やみの中にすわっておられます。
だからともしびを照らしていただき、私たち

は主といっしょにやみの中にあるものに目
をこらしていきます。そのことが世のともし
びを守り続ける大切な働きとなります。 
 やみに輝いてくださる主をほめたたえま
す。 
 
 
 
 
 


